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○はじめに 

 

平成 10年に、旧法務局の跡地を利用して開設された白馬村図書館も、開設か

ら 18年を迎えました。その間、少子・高齢社会や、国際化、高度情報化の進展

など、社会経済情勢は急激に変化しています。そこで、時代のニーズに対応し

た図書館施策を展開することが求められていることから、白馬村図書館条例に

定める館長の諮問により図書館協議会において新たな基本計画を策定すること

とし、その内容の精査を行って参りました。この計画は、村民にとって本当に

必要で役にたつ図書館とは何か、また、図書館が目指す将来像や機能を踏まえ、

今後の白馬村図書館サービスの方向性を具体的に示したものであります。 

白馬村教育委員会はこの計画を十分尊重し、白馬村図書館づくりの基礎とな

る以下５つの項目の実現に向け、｢白馬村図書館基本計画｣を策定します。 

 

 

① 子ども達の成長に役立つ図書館 

② 人づくりに役立つ図書館 

③ 暮らしに役立つ図書館 

④ 地域おこし、まちづくりに役立つ図書館 

⑤ 文化振興に役立つ図書館 
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１．白馬村図書館の概要と計画の目的 

  

元々は法務局であった建物を後利用する形で供用が開始された白馬村図書館

も開設から 18年を迎えました。施設自体が図書館のために建設された建物では

ないことから、これまで他自治体の公共図書館と同等のサービスが提供できる

よう利用者の利便性の向上や、蔵書の収集・増加等の改善に努めて参りました。

その中で、平成 21年度にはようやく課題であった図書館システムの導入が完了

し、蔵書冊数はまだまだ全国平均（６万～７万冊）には足らないものの、公共

図書館として最低限のサービスの提供が可能な体制が整いつつあります。 

 しかしまだまだ公共図書館として行き届かない点も多いことから、今回の図

書館基本計画は、今後の白馬村の図書サービスにおける展開と発展を図るため、

白馬村図書館の理念や運営方針を改めて見直し、住民に必要な情報を提供し、

住民の活動を支援し、住民が利用しやすく、本当に役立つ図書館として、現状

実施しているサービスの水準を維持しつつ様々な視点から図書館サービスの充

実を図ることを目的としています。 

 

 

２．白馬村図書館の現状と課題 

 

１．白馬村図書館の現状（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

 開  設 平成 10 年 10 月８日  

旧大町地方法務局白馬支局の建物を後継利用する形で開設 

 施  設 昭和 62 年 12 月 10 日築 鉄筋コンクリート造 

      １階 285.23 ㎡ ２階 188.58 ㎡ 計 473.81 ㎡ 

       うち、図書館占有面積 398.2 ㎡ 

 職  員 ３名 １日２名勤務体制 

（遅番、早番制。職員が一人きりになる時間帯が存在する。） 

 開館時間 午前 9 時から午後 6 時まで 

 休 館 日 毎週月曜日、祝日、年末年始、館内整理休館日（毎月最終金曜日）、

特別整理休館日（蔵書点検期間） 

 蔵書冊数 47,194 冊 （開架図書 22,664 冊、視聴覚資料 252 点） 
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 新  聞 朝日新聞・信濃毎日新聞（１年間保存） 

      大糸タイムス（平成 11 年より保存） 

      白馬新聞（平成 11 年 11 月 5 日から平成 20 年最終号まで保存） 

 

２．実施している図書館サービス 

 （１）貸  出 一人 10 点（うち視聴覚資料３点）まで 貸出期限３週間 

 （２）レファレンス 情報を求める利用者に提供 

 （３）相互貸借 利用者の求めに応じ、図書館間での貸出借受業務の実施 

 （４）団体貸出 村内の団体へ 60 日間 100 冊までの貸出を実施 

 （５）利用者開放用インターネット端末の設置 １台 

 （６）インターネットからの予約サービス 

※レファレンス（レファレンスサービス）とは図書館利用者が必要な情報・資料などを求めた際に、図書館職員が情報その

もの、あるいはそのために必要とされる資料を検索、提供等することによってこれを助ける業務を指す。 

３．図書館ボランティア 

 登録ボランティア数 ８人 

 活動内容  ・館内整理休館日での蔵書整理など 

       ・特別整理休館中の蔵書点検の手伝い 

 

４．白馬村図書館の主な課題 

 ○建物自体の目的が図書館として建設されたものではないため、図書館とし

ての機能を有した施設整備 

 ○高齢者や体の不自由な方でも利用しやすいサービス、施設の整備 

○常時２名以上の勤務を確保し、職員が一人きりになる時間をなくす。 

 ○専任の館長、正規職員の配置。 

 ○ボランティアの館内業務補助の再開及び業務用端末の充実。 

○蔵書の充実と、それに伴うスペースの確保及び企画等を実施するスペース

の確保。 

 ○雑誌の購入・新聞の点数の拡大。 

 ○オンラインデータベースの導入。 

 ○村誌のデータ版を作成。書誌データの補強入力作業。 

 ○行事、集会、講演会、読書会等の実施。 

 ○子ども読書活動の推進。（計画含む） 
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３．課題の解決の方向性 

 

１．職員の体制について 

常時２名以上の勤務は、開設以来の課題です。図書館サービスの充実に伴い、

職員の負担も増加していることから、職員体制の整備については、最優先の課

題として解決に努め、職員が一人きりになる時間帯の解消に努めます。 

 

２．蔵書冊数の増加と、それに伴うスペースの確保について 

 白馬村図書館は、限られた予算の中で資料の充実に努め、白馬村図書館の特

徴ある資料収集の取り組みなども行ってきましたが、図書館のネットワーク化

が進み、相互貸借事業等、図書館を取り巻く環境は大きく変化しています。 

 このような状況変化を踏まえ、今後の蔵書計画等を作成し、資料の効率的収

集に取り組みます。さらに、地域の人口構成や、貸出の頻度等を検証し、住民

のニーズにできるだけ応えることのできる図書館にしていきます。 

 

３．白馬村図書館独自の企画 

 図書館を住民により活用していただくものとするために、図書の貸出といっ

た機能のほかに、図書館、また本そのものに親しんでいただくようなサービス

の企画を検討します。 

 現状では館内に十分なスペースを確保できないため、イベントのためのスペ

ース確保ができないので本に親しむきっかけとなる一助として特設展示コーナ

ー等の設置に努めます。 

 

４．施設整備について 

図書館のスペースが限界にきていること、図書館としての機能が充足されて

いないことから、収納スペースの見直しを行うとともに、蔵書の充実、施設の

充実を目的に施設更新を視野に入れた改善を検討します。 
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４．計画の位置づけと期間 

 ①本計画は、第５次総合計画及び平成 27～29 年度実施計画に基づく、分野

別個別計画として策定します。 

②計画は平成 28 年度を初年度として、平成 32 年度までの５年間とします。

なお、この期間中において、達成の状況、社会環境の変化等を踏まえ、必要が

あれば見直しを行うこととします。 

 

 

５．白馬村図書館の運営理念 

 

「村民のくらしを支援し、まちづくりに役立つ図書館をめ

ざします。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．白馬村図書館の運営方針 

 

住民の「知る権利」を守り、その必要とするあらゆる情報を提供するた

めに、次のように運営方針を定めます。 

 

 １ 子ども達の成長に役立つ図書館を目指し、子ども達の豊かな心と生きる

力を育むことを支援します。 

 

 ２ 人づくりに役立つ図書館を目指し、レファレンスやデータベースの充実

を図ります。 

 社会環境が著しく変化している中で、住民が自らの問題を自ら考え、

自ら意思決定していくために正確な「知識」「情報」を入手する必要は高

まっています。 

 白馬村図書館は、住民が必要とする資料や情報を迅速かつ確実に提供

するために標記の運営理念を掲げ、その実現・具体化のため、次の運営

方針を定めます。 
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 ３ 暮らしに役立つ図書館を目指し、高齢者や体の不自由な方はもとより観

光で白馬を訪れた方でも立ち寄りやすい施設、サービスの充実を図ってい

きます。 

 

 ４ 地域おこし、まちづくりに役立つ図書館を目指し、地域資料の収集や地

域との連携を図り、専門資料の充実にも尽力します。 

 

 ５ 文化振興に役立つ図書館を目指し、行事の充実や村民の村政参画を積極

的に支援するための資料収集に努め、村活性化の一端を担えるようサービ

スの充実を図ります。 

 

 

 

７．運営方針に基づく主な施策 

  

 

 １ 子ども達の成長に役立つ図書館を目指し、子ども達の豊かな心と生きる

力を育むことを支援します。 

 

○子ども読書計画を策定します。 

主な施策・事業項目 概  要 

子ども読書計画の策定 子ども達の豊かな感性や人間性を育むため、「子ども読書計

画」を策定し、子ども達の読書活動をサポートしていきます。 

 

○子育てを応援し、子どもの交流機会に関する情報を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

これからお父さん、お母さ

んになる方への育児本の

紹介 

初めての出産を前に不安を抱えた母親と父親になる方に、こ

れからの育児に役立つ本の紹介を行う。 
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幼児を対象とした絵本の

紹介 

０～３歳程度の幼児を対象とし、所蔵図書から絵本を選定。

併せて館内での掲示紹介と配布用リストの作成を実施しま

す。 

児童、生徒の読書活動支援 学校図書館と連携し、読書感想文用図書の紹介などを検討す

る。 

 

 ○幼児、学童期における読書習慣の定着を目指します。 

主な施策・事業項目 概  要 

「読み聞かせボランティ

ア」との連携と研修体制の

整備 

読み聞かせボランティアと連携し、子ども達への読書習慣定

着の一助となるよう近隣の動向を踏まえながらより利用し

やすい方法を検討します。 

図書館内での読書会等の

開催 

子どもを対象とした読書会等を企画します。 

 

 

 ○白馬村図書館の持つ専門性や経験を活かして学校教育活動を支援します。 

主な施策・事業項目 概  要 

人と人や団体間とつなぐ

役割を果たせる機関の構

築 

学校教育現場を主体に、書籍や情報を通じた人と人や団体間

をつなぐ役割を果たせる機関となるよう、図書館の位置づけ

再構築の情報発信を行います。 

学校や学校図書館との連

携について検討 

学校司書と連携して学校図書館への支援を協議し、長期休業

中の課題等を事前に把握して必要な資料の提供等、支援でき

る体制を目指します。 

学校と図書館情報の相互

提供 

蔵書目録データの共有を検討し、学校と図書館が互いに情報

を蔵書共有できる体制作りを目指します。また、除籍予定図

書の情報を共有して希望する館への移譲を検討します。 

子どもの視点に立った図

書館構築 

立ち寄りやすさ、使いやすさ、子ども向け図書の充実等、子

どもの視点に立った図書館の構築を目指します。 
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２ 人づくりに役立つ図書館を目指し、レフェラルサービスを含むレファレン

スやデータベースの充実を図ります。 

 

○生活上の問題を解決するために健康・医療情報、法律情報、行政施策情報 

 等を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

行政情報のデータベース

の充実と情報提供 

行政関係の紙媒体の資料を収集し、情報提供に努めます。ま

た、総務課と連携しながら情報公開に対応できる公文書等行

政情報のデータベース化を検討します。 

電子メールによるレファ

レンスサービスの充実 

電話や来館できない利用者、電子検索システムを利用できな

い環境にある利用者からメールでのレファレンスを受けま

す。 

利用者用館内ウェブ環境

の整備 

図書館来館者が資料の検索や情報の収集を行えるよう、イン

ターネット接続パソコンの機能を強化し、セキュリティ等の

リスク分析を行って無線 LAN 接続拠点の整備を進めます。

また、情報活用能力の向上に寄与する活動も実践します。 

雑誌・新聞の購入 現在購入している新聞の外、購読する新聞の増加、雑誌の購

入について検討します。 

※レフェラルサービスとは、図書館利用者の依頼に対して図書館職員が、利用者が必要とする情報の情報源となりうる

人や機関、組織等を紹介するなどの業務を指します。 

 

 ○人間性、社会性を育む活動を支援します。 

主な施策・事業項目 概  要 

職場体験及び教職員研修

等の受入体制の充実 

通常業務に支障がないようにするための職員数を確保し、中

学生の職場体験、高校生以上のインターンシップ、教職員等

の異業種研修等を受け入れられるよう環境の充実を図る。 
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○村民のライフスタイルや読書要求に対応した図書館サービスネットワーク

を構築し、それを充実させる。 

主な施策・事業項目 概  要 

県立図書館、公共図書館、

大学図書館との相互協力

サービスの充実 

白馬村図書館に所蔵がない場合、他の公立図書館等の所蔵状

況を検索し、資料があった場合は、資料を借受けて利用者に

提供しています。 

他の図書館にない資料が白馬村図書館にある場合は、白馬村

から貸出を行っています。こうした協力を行うことで、それ

ぞれの不足を補いながら利用者サービスに努めています。 

 

 

 ３ 暮らしに役立つ図書館を目指し、高齢者や体の不自由な方はもとより観

光で白馬を訪れた方でも立ち寄りやすい施設、サービスの充実を図ってい

きます。 

 

 ○多くの村民に図書館を利用していただくために広報活動を強化します。 

主な施策・事業項目 概  要 

図書館広報の充実 現在の広報はくばの内容の充実について検討し、教育委員

会、総務課と連携しながらデジタルアーカイブ化の検討を進

めます。また、図書館ホームページの適正な維持管理を行い、

利用者の利便性の拡大を図ります。 

図書館案内の配布 図書館案内、図書館登録申請書を配布します。 

※デジタルアーカイブとは図書館等の収蔵品を始め有形・無形の文化資源等をデジタル化して保存等を行うことを指し

ます。 

 ○就労支援、ビジネス支援に関する情報を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

求人情報の閲覧 利用者インターネット端末等を用いてハローワーク等の求

人情報を提供します。 

ビジネス支援、就労支援書

籍の充実 

村内における主産業であるサービス業、観光業、土木、経理、

パソコンなど、利用者のニーズに沿った図書を継続的に収集

し毎年最新版が揃う環境に必要な予算を検討します。 



 - 11 - 

 ○観光・農業や商工業など、地場産業関係の情報を紹介します。 

主な施策・事業項目 概  要 

村観光局、観光課等との連

携 

村担当課と連携し、観光パンフレットの設置や無線 LAN 環

境の整備を検討し、雨天時の観光資源としてのマーケティン

グや観光情報の提供を検討します。 

 

 ○高齢者や障がい者、外国人など、すべての住民がいきいき暮らせるための

情報を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

障がい者や高齢者等へ宅

配サービスの実施 

障がい者や高齢者について、状況に応じたサービスが提供で

きるよう検討します。 

点字・録音図書の収集・貸

出、図書の朗読の実施 

障がい者サービス用資料は、所蔵の充実、相互貸借等、様々

な方法で利用者の要望に応えていきます。 

また、対面朗読のボランティアについて検討します。 

車いす利用者の来館支援 冬期でも駐車場から図書館までスムーズに通行できるよう

融雪等、車イスでの来館を支援します。 

拡大鏡の導入 視覚障害者や高齢者に対応するため、拡大鏡の導入実績とそ

の効果を調査し、導入に向けて検討をします。 

外国語表記の本の収集と貸し出し 充実に向けて収集を継続します。 

本を媒介として村内で活

動しているグループ、サー

クルの支援 

公民館等と連携し、本を媒介としたグループ、サークルを支

援します。 

 

 ○村民の声を図書館運営に反映させる仕組みを構築します。 

主な施策・事業項目 概  要 

村民の視点に立った図書

館サービスの見直し 

来館者の声を図書館サービスに反映できるよう意見の収集、

把握、検討を継続します。併せて無線 LAN 接続拠点として

整備が完了した場合は接続時にアンケート画面での回答を

必須とするなどの手法も検討します。 
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 ４ 地域おこし、まちづくりに役立つ図書館を目指し、地域資料の収集や地

域との連携を図り、専門資料の充実にも尽力します。 

  

 ○村民の課題解決と主体的な学習を支援する情報を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

蔵書計画の整備と計画的

資料収集の実施 

分野や利用者の年齢構成、地域特性、流行等を考慮した蔵書

計画（資料収集要綱）を作成し、計画的に資料収集を行いま

す。 

 

 ○村民の情報活用能力の向上を図ります。 

主な施策・事業項目 概  要 

情報活用能力向上への取

り組み 

インターネットや図書検索システムを使った図書館の活用

について周知します。 

 

 ○郷土の歴史や地域文化、伝統文化など、白馬村の歴史や文化に関する情報

を収集し、紹介します。 

主な施策・事業項目 概  要 

白馬山とスキー総合資料

館（八方文化会館内）との

連携 

白馬「山とスキー総合資料館」の蔵書データベース化につい

て支援し、白馬村図書館との連携について検討します。 

村ゆかりの著作の収集と

展示コーナーの充実 

白馬村にゆかりのある著作、山岳とスキー文化に関する書籍

等を展示するコーナーを作り紹介しています。これらの著作

に接する事により、村の理解を深め、愛着を感じてもらえる

よう、充実を図ります。 
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 ５ 文化振興に役立つ図書館を目指し、行事の充実や村民の村政参画を積極

的に支援するための資料収集に努め、村活性化の一端を担えるようサービ

スの充実を図ります。 

 

 ○各年齢層、利用者層に応じた蔵書書籍の充実を図ります。 

主な施策・事業項目 概  要 

図書選定委員会の設置 図書選定委員会の設置を予算面含め、検討します。 

 

 ○村活性化の一助として、利用者からの問い合わせに対して迅速な対応がで

きるよう、各データ補強を行います。 

主な施策・事業項目 概  要 

書誌データの補強 蔵書検索の精度向上のため、ボランティアに協力を依頼し、

書誌データの補強作業実施を検討します。 

 

 ○蔵書等を活用し、様々な文化や芸術作品に出会う機会を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

視聴覚資料の充実 ＣＤ・ＤＶＤ等については、ジャンルが多岐にわたり、作品

も膨大な数があります。単価も高いため、予算や他の資料と

の兼ね合いの中で継続購入実施について検討します。 

 

 ○心を豊かにする文化や芸術に触れる機会に関する情報を提供します。 

主な施策・事業項目 概  要 

季節、行事図書の充実 季節や年中行事などに関連した図書の収集を実施し、課題図

書や企画対応図書の収集と提供を検討します。 
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 ６ その他の施策 

 

主な施策・事業項目 概  要 

図書の有効利用 白馬村図書館で重複している図書、役割を終えた図書をさら

に有効活用するため、村民や学校図書館に無料で提供しま

す。 

図書館施設整備の検討 図書館としての機能、役割を充足できる施設とは言いがたい

現在の白馬村図書館について、スペースも限界にきているこ

とから、現在の収納スペースの見直しを行うとともに、現在

の施設の増改築、新図書館の建設について調査・検討を行い

ます。 

図書館予算の充実 図書館業務を充実させ、利用者に十分で過不足のないサービ

スが提供できるよう、教育委員会事務局を通じて新施設の建

設に関する調査検討を含め調整をし、各種予算の検討を図り

ます。 
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